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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は

２
月
３
日
、
東
京
で
第
１
１

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

２
３
春
闘
も
コ
ロ
ナ
渦
で

の
た
た
か
い
と
な
り
、
委
員

会
も
リ
モ
ー
ト
併
用
で
行
わ

れ
、
九
州
地
本
か
ら
も
委
員

が
リ
モ
ー
ト
で
出
席
し
ま
し

た
。 委

員
会
で
は
、「
２
３
春
闘

方
針
」
を
中
心
に
、
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
３
春
闘
に
つ
い
て
、
中

央
本
部
を
代
表
し
て
日
巻
委

員
長
は
「
２
３
春
闘
は
労
働

組
合
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ

る
春
闘
に
な
り
ま
す
。
各
種

世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
物
価

上
昇
に
見
合
う
給
与
引
き
上

げ
に
対
し
、「
実
現
し
な
い
と

思
う
」
と
の
回
答
が
８
割
強
、

「
実
現
す
る
と
思
う
」
と
回

答
し
た
人
は
１
５
％
強
で
し

た
。
こ
の
結
果
は
３
０
年
間

以
上
も
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
賃
上
げ
を
行
っ
て
こ
な
か

っ
た
経
営
側
と
、
た
た
か
わ

ず
し
て
労
働
者
の
切
実
な
要

求
を
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た

労
働
組
合
へ
の
諦
め
感
が
背

景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

労
働
者
の
厳
し
い
生
活
実

態
を
直
視
し
、
改
善
要
求
に

向
け
た
た
た
か
う
労
働
組
合

な
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か

き
び
し
く
そ
の
姿
勢
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
討
論
で
は
、 

 

「
賃
上
げ
・
臨
時
手
当
」 

昨
今
の
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
従
業
員
の
生
活
を
支

援
す
る
特
別
手
当
等
を
支
給

し
た
企
業
も
あ
る
。
あ
る
調

査
に
よ
る
と
約
４
社
に
１
社

が
前
向
き
に
検
討
、
支
給
額

は
平
均
で
５
万
円
強
。
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
賃
金
引
き

上
げ
要
求
は
必
要
だ
が
、
と

り
あ
え
ず
の
一
時
金
と
し
て
、

ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
も
強
く
要

求
す
べ
き
。 

中
間
決
算
で
も
多
く
の
利

益
を
計
上
し
巨
額
の
内
部
留

保
を
持
つ
会
社
が
、
８
年
連

続
ベ
ア
ゼ
ロ
は
許
さ
れ
な
い
。

内
部
留
保
を
取
り
崩
さ
せ
る

取
り
組
み
を
展
開
す
る
べ
き

だ
。 賃

上
げ
は
、
非
正
規➡

一

般
職➡

地
域
基
幹
職
、
と
思

い
切
っ
た
傾
斜
配
分
と
す
べ

き
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
一
向

に
格
差
は
是
正
さ
れ
な
い
の

で
は
？ 

 

労
働
条
件
改
善
。 

年
繁
期
間
中
多
く
の
職
場

で
コ
ロ
ナ
感
染
が
蔓
延
し
た
。

し
か
し
熱
が
あ
っ
て
も
帰
宅

さ
せ
な
い
職
場
も
あ
り
「
人

命
軽
視
も
甚
だ
し
い
」
と
怒

り
の
声
が
上
が
っ
た
。
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
非
正
規
社
員
も
正
社

員
も
共
通
し
て
い
る
怒
り
の

声
は
、
１
位
、
要
員
不
足
、

２
位
、
賃
金
が
安
い
等
々
。

要
員
不
足
、
低
賃
金
、
権
利

無
視
、
競
争
と
差
別
の
過
酷

な
職
場
実
態
が
露
呈
さ
れ
て

い
る
。
労
働
条
件
改
善
こ
そ

急
が
れ
る
課
題
。 

等
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、

本
部
か
ら
は
各
委
員
か
ら
の

意
見
を
基
に
要
求
実
現
ま
で
、

先
頭
に
立
っ
て
た
た
か
う
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

２
３
春
闘
を
、
労
働
者
の

力
を
結
集
し
て
た
た
か
い
抜

き
、
大
幅
賃
上
げ
、
労
働
条

件
改
善
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ

う
‼ 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４3２４ 

`23 年２月1０日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

第１１回中央委員会アピール（抜粋） 

 

私たち郵政産業労働者ユニオンは２月３日、第１１回中央委員会を東京

で開催し充実した討論の上に２３春闘方針を確立した。 

岸田政権は、軍事費に２３年度からの５年間で４３兆円を投じ、「安保３文

書」を国会での議論もなく閣議決定した。軍事費は所得税増税、復興税

を軍事費に充てることが目論まれ、国債を軍事費にとの声も出ている。

民主主義、立憲主義を否定し大軍拡を推し進める岸田政権を打倒する

たたかいを市民と立憲野党の共闘で大きくつくりだしていこう。 

民営化から１５年が過ぎた。利潤追求と効率化で郵政３事業の公共的

なサービスは後退の一途である。デジタルとリアルの郵便局の融合を

掲げ、３万５０００人の人減らしを目論む「ＪＰビション２０２５」の進展と併せ

て今後、ますますユニバーサルサービスの在り方、そして郵政民営化そ

のものの問い直しが求められることになる。 

２３春闘はロシアのウクライナ侵略や円安に端を発した物価高騰で生

活悪化の一途をたどる中で、労働者の生活を守る春闘、物価上昇を上

回る賃上げを実現する春闘だ。日々の物価高騰は我々の生活を直撃

し、光熱費、食料、様々な分野での値上がりが続いている。２３春闘では、

労働者の生活改善に向け大幅な賃金引上げと、２０条裁判最高裁判決を

活かした本当の均等待遇の実現が求められる。正社員の労働条件を引

き下げる夏期冬期休暇の「均等待遇」は決して許されない。政府は経済

界に賃上げ要請を行っているが「お願い」だけで私たちの切実な要求

は実現できない。要求はたたかってこそ勝ち取ることができる。大幅賃

上げ獲得！安心して働くことのできる職場、安心して生活できる社会を

めざして、２３春闘を全組合員の力を結集してたたかい抜くことを決意

する。                         以上 

２０２３年２月３日 

郵政産業労働者ユニオン 第１１回中央委員会 

 

 


